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Ⅰ 

問１ (1)  まえぶ（れ）      (2) から（まり） (3) そぼく（に） 

(4) いとてき（に） （5）とら（われない） 

 

問２ A イ  B エ  C ア  D オ 

 

問３ 天気は一定の法則性に従って変化するので、シミュレーションによる予測が可能であ

るが、テクノロジーを促進させる発明やイノベーションには、法則性が存在せず、基

本的にシミュレーションによる予測が不可能であるところ。(103字) 

 

問４ イ 

 

問５ アンダースの考えによれば、現代のテクノロジーは、人間の想像力ではその全貌を想

像したり、理解したりすることが難しく、こうした想像力の制約を克服するためには

想像力を意図的に拡大することが必要である。シュール・レアリスムのような芸術作

品は、現実を写実的に表現するのではなく、非現実的な表現を通じて現実の真の姿を

描き出そうとしていると言える。こうした芸術作品は、我々が未来の現にある姿を予

見するのではなく、その誇張された姿を想像するための「道徳的想像力」を獲得し、

テクノロジーによる破局を回避するための手助けになると考えられる。(260字) 
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Ⅱ 

問 1 (1) あわ（い）    (2) みす（え）   (3) おさ（める） 

 (4) あたい（しない）  (5) そんちょう 

 

問 2 選挙では「数の論理」が支配するため、少数派の意見は政治や政策にほとんど反映さ

れないということ（46字） 

 

問 3 選挙は、公約や論点について投票するわけではなく，それを語っている代表に議席を

与えるか否かについての判断の集積にすぎないから（61字） 

 

問 4 ことなく 

 

問 5 自己統治は，自分らしく生きるという意味の自己実現や自分のことを自分で決定する

という意味の自己決定を越えた概念であり，自己の存在のあり方を疑う「もうひとり

の自分」を想定した上で自分のことを決定する自己規律の概念に基づくものである。

自己規律のためには「もう一人の自分」としての「外部」あるいは「他者」を内在化

する必要があるが，こうした自己規律が具体的な形を取ったものが憲法である。憲法

の意義は民主主義を「他者」の立場から予め拘束する点にある。（219字） 

 

 


